




































































キーワード：食事場面 食事風景 孤食 親子関係
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分析に用いた。中学生時の Cronbach の α 係数は .56
で，現在時のは .64であった。
作成した尺度の妥当性をみるため，食のライフスタイ




























在の保証を求める（Receiving reassurance for behavior and
/or being），④激励や援助を求める（Receiving encourage-
ment and help），⑤情報や経験を共有する（Sharing infor-
mation and experience），⑥養護する（Giving nurturance）





























れた（朝食は t（236）＝2.76, p＜.05，夕食は t（231）＝
2.71, p＜.05）。食事形態別の親子得点の平均値と標準偏










Table 1 朝食形態別と親子得点の平均値と SD









Table 2 夕食形態別と親子得点の平均値と SD
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いをしてもらったことがあった。 1 2 3 4
2．食事中，勉強面の話をされたこと
があった。 1 2 3 4
3．食事中，学校での出来事について
話すことがあった。 1 2 3 4
4．外食をすることがあった。 1 2 3 4
5．食事中に礼儀作法や好き嫌いにつ
いて説教されたことがあった。 1 2 3 4
6．自分以外の家族の誰かのせいで食
事の雰囲気が悪いことがあった。 1 2 3 4
7．食事は家族そろって食べていた。 1 2 3 4
〈現在〉
1．食事中，親の機嫌が悪い時がある。1 2 3 4
2．食事中，家族に近況報告をする。 1 2 3 4
3．食事中，家族の誰かに都合の悪い
ことを言われることがある。 1 2 3 4
4．家族の誰かと喧嘩した後に一緒に
食事することがある。 1 2 3 4
5．食事中にテレビを観て家族全員で
笑うことがある。 1 2 3 4
6．食事中に家族と話が盛りあがる。 1 2 3 4
7．食事は家族そろって食べている。 1 2 3 4
４７中学生時代と現在の家庭の食事風景と現在の親子関係との関連
